今年の 一 月から 半年ば かりの 間、 私 は 大変 非人間的 

条件の 下で 生活す る こと を 余儀なく された。 

今にな つて 見る と、 その 不自由な 生活の 終りに 近く 

なつてから のこと であるが、 私 は 心臓が 弱って 氷囊を 

胸に 当てて いないと、 肺 動脈の 鬱血で 咳が 出て 苦しい 

状態に あった。 

そういう 或る日、 塵く さい 木造 建物の 二階の 窓際で 

髪 を 梳かし、 少し さっぱりした 心 持に なって 不図 わき 

を 見る と、 二三 冊の 本と 一緒に 「口 ー ザの 手紙」 とい 

う 茶色 表紙の 本が 目に 入った。 

手に とって 見る と、 口 ー ザ. ルクセンブルグが ョ— 



口 ツバ 大戦 中 三年 四 力 月の 間 監禁 生活 を 強いられ てい 

た、 その 期間に 力— ル. リ— プ クネヒトの 妻に あてて 

書いた 手紙が 集録され たもので あった。 

ところどころ、 それとなく 拾い読み をして は 私は激 

しい 読書の 飢渴を 医 やした ので あつたが、 そのような 

条件の 中で 偶然 私の 視野に 入って 来た この 小さい 一 冊 

の 書翰 集 は 二様、 三 様の 感想 を そのと きの 私の 心に 呼 

び 起した。 

その 本の 出版され ている こと を、 私 はずつ と 以前 か 

ら 知ってい たし、 訳者の 井口と いう 人 を も 少し 知って 

いた。 私が 最初の 小説 を 発表した 時分、 和服で まだ 帝 
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